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自然環境の保全に資する農業生産活動の実施に伴う
追加的コストを支援

１ 農業農村
多面的機能支払事業の概要

日本型直接支払制度

①多面的機能支払（農業農村多面的機能支払事業）

農地維持支払

資源向上支払

②中山間地域等直接支払

③ 環境保全型農業直接支払
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１ 環境保全型農業直接支払制度の概要

支援内容

第１期 ： Ｈ２７→Ｒ１

第２期 ： Ｒ２ →Ｒ６
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支援対象となる取組（第２期）

①たい肥の施用 継続 ⑤不耕起播種 新設

②カバークロップ 単価減 ⑥長期中干し 新設

③リビングマルチ 新設 ⑦秋耕 新設

④草生栽培 新設 ⑧有機農業 単価増

第２期の開始に伴い、
交付単価や取組内容、
対象者の条件等が変更



＋

又は

支援対象となる
①～⑦の取組

前項①～⑦の取組 ⑧国際水準の有機農業

＋

国際水準の要件

・使用禁止資材の飛来防止
・作付け前一定期間の使用
禁止資材不使用

など

法律上の有機農業

・化学合成肥料及び農薬
の不使用
・遺伝子組換え技術禁止
・環境への負荷 をできる
限り低減

Ｒ２
新設

支援対象となる取組の内容

５減・５減の取組
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対象となる取組の内容

①堆肥の施用 ② カバークロップ

③ リビングマルチ ④草生栽培

炭素貯留効果の高い堆肥施用
交付単価：4,400円/10a

作物の畝間に緑肥作付け
交付単価：5,400円/10a

栽培期間の前後に緑肥作付け
交付単価：6,000円/10a

果樹・茶園に緑肥作付け
交付単価：5,000円/10a

温

温温

温

温

生

･･･地球温暖化防止効果が高い

･･･生物多様性保全効果が高い
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⑤不耕起播種

対象となる取組の内容

⑥長期中干し

⑦秋耕 ⑧有機栽培

全面耕起を行わずに播種(小麦等)
交付単価：3,000円/10a

秋季に耕耘＋春季に湛水(水稲)
交付単価：800円/10a

国際水準以上の有機農業
交付単価：12,000円/10a

通常よりも長期の
中干し(水稲)

交付単価：
800円/10a

温

温

温

温 生
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対象者

①農業者の組織する団体

②一定の条件を満たす農業者

③複数の農業者で構成されている法人

複数の農業者、又は農業者と地域住民等による団体
※環境直払に取り組む農業者が団体内に２名以上必要 Ｒ２

新設

ⅰ）集落の一定割合以上の農地で取組を行う農業者
耕作する集落又は全国平均の概ね1/2、土地利用型作物以外は２割以上

ⅱ）環境保全型農業を志向する農業者と連携する農業者
志向する農業者と連携し、環境保全型農業の拡大を目指す

Ｒ４
まで

農業協同組合を除き、複数の農業者で構成されている法人
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「食品安全」・「環境保全」・「労働安全」
「人権保護」・「農場経営管理」の５項目
全てについて学び、実施すること

環境直払ＧＡＰ ：５項目×２取組＝１０項目
GLOBALG.A.P. ：約２２０項目

支援対象農業者等の要件

※認証取得の有無は問わない

環境直払での「国際水準ＧＡＰ」の考え方

①販売することを目的に生産を行っている

②国際水準GAPを『実施』している
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２ 交付状況の点検 (R２年度）

年度
実施件数
（件）

交付額計
（千円）

実施面積
（ha）

R１ 50 24,549 402

Ｒ２ 45 27,613 414

Ｒ３ 46 31,158 496

〇件数は減少したが、面積の増加により
１件当たりの交付額が増加
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【実施件数及び面積】（Ｒ３は計画値）

（ ）



〇堆肥の施用、秋耕（R2新設）は取組面積が増加
〇カバークロップは取組み面積が減少
〇有機農業については増減なし

【取組別実施面積】（Ｒ３は計画値）

年度

堆肥
の
施用

カバー
クロップ

リビング
マルチ

草生
栽培

不耕
起播
種

長期
中干し

秋耕
有機
農業

R１ 212 87 － 0 － － － 103

R２ 225 83 0 0 0 0 3 103

R３ 269 89 0 0 0 0 27 110

単位：ha
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（ ）



【作物別の実施状況】

〇水稲と麦・大豆が取組面積の７割以上

〇野菜・いも類、果樹・茶は有機農業の取組が多い

年度 水稲
麦・大
豆

野菜・
いも類

果樹
茶

その
他

合計

R１
２２８
（57%）

６７
（17%）

５９
（15%）

２２
（６%）

２７
（７%）

４０２

R２
２４８
(60%)

５５
(13%)

６１
(15%)

２１
(5%)

３０
(7%)

４１４

R３ 未集計

単位：ha

13



【地域別の実施状況】（R2実績とR3計画）

地域
取組市町村数 申請件数（件） 実施面積（ha）

R2 R3 R2 R3 R2 R3

尾張 ４ ４ ８ ９ １０ １２

海部 １ １ ２ ２ ７４ ７４

知多 ７ ７ １１ １２ １０８ １４１

西三河 ２ ２ ５ ５ ８８ １０７

豊田加茂 １ １ ８ ８ ８９ ９８

新城設楽 １ ２ ３ ４ ２３ ２５

東三河 ３ ３ ８ ６ ２０ ３９

合計 １９ ２０ ４５ ４６ ４１４ ４９６
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